
1一にいた馬を7七に引いてALSOK囲い完成!　
以下攻め倒して村中七段が快勝した。
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   村中秀史七段 ― 戸辺誠七段
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居飛車穴熊で7七の角が1一の香を
取り、馬になって7七に帰ってくるの
は理想的な展開。金銀3枚＋馬の穴
熊が完成したら、ほぼ自玉を見ない
で攻めに専念できます。ぜひ皆さん
も実戦でALSOK囲い
を盤上に出現させて
ください。

公式戦でALSOK囲いを
出現させて勝った
村中秀史七段のコメント

ALSOK囲い
の特徴

5八と 6九銀の形から 7八銀成と金を取られても 同金
でまだ堅い。以下 6八金には 同金 同と 同馬で馬が残
るため、 7八金と絡まれる心配がなく、安全安心。
8五桂から端攻めを狙われたときに 8六馬の形が手厚い。
9六歩 同歩となった際に9六の歩にヒモがついているため
突破されづらく、桂交換から 8五桂とお代わりを狙われたとき
に 同馬と取ることができ、不審者の侵入を許さない。

命名

金銀3枚の穴熊に馬がついたもの。
玉の周りを堅固な設備とガードマン
で固め、さらに馬が防犯カメラのよ
うに四方に目を光らせている様子
を表している。

とは

※本記事は「将棋世界」3月号にて掲載されたものです。

村井CEOインタビュー記念！


